
理事長　栗山 佐也香

新年のご挨拶
令和7年を迎えて

皆様、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

さて、穏やかに開けた今年は蛇年です。正確に言えば「乙巳（きのとみ）」干支を60周期で
数えると、42番目に位置します。「努力を重ね、物事を安定させていく」という意味合いを持
つ年と言われています。「乙（きのと）」は未だ発展途上の状態を表し、「巳」は植物が最大限
まで成長した状態をいい、これまでの努力や準備が身を結び始める時期を示唆するという
ことです。昨年10月に前理事長から事業を承継し、今現在新しい体制で役職員と共に、来
年度へ向けての準備に邁進しているところです。そのような私たちにとって正にこうあるべ
き一年だと思っております。

法人の中心理念でもある「思いやり・気配り・チームワーク」を今一度再認識し、全従業員と
共に、体現したいと切に思っております。

今年も、「ろく舎」にとって健やかに成長できる１年となる
よう役職員一丸となって精進する覚悟ですので、変わら
ぬご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

コーポレートサイト ろく舎の杜特設サイト採用専用サイト Instagram

総務部・企画課／部長：菅野 有二

いつも 「ろく舎日和」 をご覧いただきまして、誠に有難うございます。
本年もろく舎日和の魅力をお伝えできる楽しい内容を考えていきますので、皆様どうぞよろしく
お願いいたします。

総勢230名が集った新年会は、華やかな雰囲気に包まれました♪

勤続10年を迎えた方々の表彰や、豪華景品が当たる抽選会で会場は大いに盛り上がり温かな交流の場となりました。

笑顔と感動に満ちた素晴らしい時間となった新年会。 

この場で感じた感謝の気持ちと前向きなエネルギーを胸に、今年も一年

従業員みんなで力を合わせて頑張っていきたいと思います ！

編集後記編集後記

新年交礼会
2025年度

2025.01.25(sat) in パークホテル

最新の情報から日々の様子など、
随時更新しています ！

コーポレートサイトのブログは
毎週アップされます。ぜひチェック

してみてください♪



冬季 イベント&活動フォト

P h o t o s !

クリスマス会
12/23・24・25 3gays 香音（かのん）

舎の灯

社会貢献活動
香音清田everyday life

利用者様お一人おひとりが得意なことを活かして、社会に貢献できる場所づくりを大切にしています。

季節の飾り作成、お食事の準備、食器洗いなど、様々な場面で利用者様が活躍されています。それぞれ

ができることを自由に選んで取り組んでいただき、その結果には対価として工賃のお支払いしています。

『生きることは、働くこと』

クリスマスならではの特別ご飯とケーキ♪
サンタさんの帽子を被って、午後からはレクリエーションで盛り上がりました ！

カップケーキのデコレーションに挑戦 ！ それぞれの
好みが詰まったオリジナルが完成★メインはプレゼ
ントを賭け、ビンゴ大会で盛り上がりました♪

海陽亭 お菓子の掴み取りや、くじ引きでプレゼントを選ん
だり♪自らの手でGetしたお菓子と、クリスマス特
別スイーツをおやつに皆さんで食べました ！

装飾飾り制作 想いがつまった手づくり装飾が、
施設の空間を明るく彩っています★

「こんな飾りがあったらいいな」という各施設からのリクエストに応えて、
利用者さん達が楽しみながら、一から全て制作しています！

家事・パンフレット制作など

医療医療 介護介護とと でつつむでつつむ
“最期まで”“最期まで”第1弾

～在宅生活を24時間365日支える～～在宅生活を24時間365日支える～

海陽亭海陽亭
看護と介護の専門スタッフが24時間365日体制で
ご利用者様の暮らしに寄り添います。
医療処置が必要な方でも、住み慣れた我が家で、
安心して生活を続けていただけるよう支援いたします。

管理者 ： 佐々木 京子

日中は経験豊富な看護師が常駐し、24時
間365日体制なので、緊急時も安心してい
ただけます。主治医との密な連携により、お
一人おひとりの状態に合わせた適切な医
療サービスを提供しています。また、理学療
法士によるリハビリも実施し、在宅生活の
質を高めています。

「最期まで住み慣れた自宅で」という想い
に応えるため、主治医との24時間連携体
制のもと、看護師による医療処置や体調
管理を行います。ご本人の望む暮らし方を
支援し、ご家族の不安に寄り添うことで、
安心と尊厳のある在宅での看取りを支え
ています。

「通い」「訪問」「泊まり」を、利用者様の体
調の変化や生活リズム・状況に合わせて
提供いたします。医療処置が必要な方でも、
専門職による適切なケアのもと、安心して
在宅生活を続けていただけます。

Interview 職員一人ひとりの想いが紡ぐ、温かな看取りケア職員一人ひとりの想いが紡ぐ、温かな看取りケア

「利用者様の最期まで寄り添える場所でありたい」と語るのは、管理者の佐々木さん。海陽亭では、介護士や看護
師、理学療法士など、多職種の専門性を活かしながら、医療ニーズの高い方の在宅生活を支えています。

看取りケアは本当に奥が深いものです。80年、90年と生きてこられた人生の最期の時を、私たちと共に過ごして
いただけることに深い縁を感じています。言葉が返ってこなくても、お一人おひとりの想いに寄り添うことを大切に
しています。音楽がお好きだった方には好みの曲を流したり、さりげない声掛けやマッサージを通じて温かな時間
を共有したり。職員全員が家族の想いに寄り添いながら、その方らしい最期を支えています。ご家族からも『海陽

亭に来てよかった』『最期まで一緒に過ごせて良かった』というお言葉をいただくことがあります。そんな時、私たちのケアが少しでもお役に立てたの
かなと感じます。ご家族がいらっしゃらない方には、私たちが家族のように寄り添わせていただいています。

医療と介護の連携、そして働きやすい職場づくりにも力を入れています。「職員一人ひとりが働きやすい環境であることが、より良いケアにつながると
考えています。困ったことがあれば皆で話し合い、チームで解決する。その姿勢が根付いているからこそ、みんなが長く働いてくれているのだと思いま
す。チームワークの良さは、きっと利用者様にも伝わっているはず。医療と介護の専門職が互いを尊重し合い、同じ目標に向かって協力できる―それ
が私たちの強みです。
13年目を迎えた今も、日々進化を続ける海陽亭。医療処置が必要な方も、認知症の方も、最期までその人らしく在宅生活を送れるよう、これからも職
員一丸となってサポートしていきます。
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